
・持続可能な産学官民との連携

・地域課題を解決するための人材養成

・校内プロジェクトへのロールモデル化

「SDGｓ未来都市みなまた」の目指す姿である
「みんなが幸せを感じ、笑顔溢れる元気なまち」への寄与

（応募者名）熊本県立水俣高等学校
コミュニティ・マネジメントによる「みなまたＭＯＹＡＩＳＴ」の養成

～Wood Connect Project＆イノシカハンターズ～

ＳＤＧｓ
未来づくり部門

評価項目ごとの取組みの特徴・ポイント

普遍性
地域と協働して課題解決に取組むと共に、学んだことを小中学生へと伝えることで、
ＳＤＧｓやものづくりへの興味・関心を醸成する となる。

包摂性
SDGｓ思考を基に を起こして「新たな知」を創造し、地域課題解
決へ取り組む人材を養成し、「SDGｓ未来都市みなまた」を実現へ寄与する。

協働性
学校や研究機関、企業等、様々な と協働して地域課題解決に取
組む体制は、日本社会の様々な問題解決に繋がる先進的な取組みとなる。

統合性
の土台となる の課題解決を行うことで、経済・社会が内包する課

題とも関連付けやすくなり、SDGｓが目標とする多くのゴールの達成へとつながる。

透明性
熊本日日新聞をはじめ、水俣市報や各テレビ局の報道を通して、広く してい
る。毎年、評価・校内発表を行い、水俣環境アカデミア所長に指導助言を得ている。

【取組み内容】

貢献するＳＤＧｓのゴール

自立的好循環の構築

水俣高校公認ゆるキャラ

水公さん

ロールモデル

イノベーション

ステークホルダー

経済・社会 環境

発信


